
① 一時金受給権の認定は、請求（都道府県知事の経由可）に基づいて、厚生労働大臣が行う。
② 請求期限は、５年（検討条項あり。）
③ 都道府県知事・厚生労働大臣は認定に必要な調査を行う。

国は、旧優生保護法に基づく優生手術等を受けた者に対し、一時金（３２０万円）を支給（非課税）

・ 旧優生保護法の下、多くの方々が、生殖を不能にする手術・放射線の照射を受けることを強
いられ、心身に多大な苦痛を受けてきたことに対して、我々は、それぞれの立場において、真
摯に反省し、心から深くおわびする。

・ 今後、これらの方々の名誉と尊厳が重んぜられるとともに、このような事態を二度と繰り返
すことのないよう、共生社会の実現に向けて、努力を尽くす決意を新たにする。

・ 国がこの問題に誠実に対応していく立場にあることを深く自覚し、本法を制定する。

旧優生保護法に基づく優生手術等を受けた者に対する
一時金の支給等に関する法律案 概要

第１ 前文

第２ 対象者（旧優生保護法に基づく優生手術等を受けた者）

第３ 一時金の支給

第４ 調査等及び周知

１ 一時金の支給

第５ 施行期日

公布日（認定審査会については、公布日から２月後）

２ 権利の認定等

① 厚生労働大臣は、対象者（第２①）であることが明らかな場合を除き、認定審査会の審査を求める。
※ 認定審査会：厚生労働省に設置し、医療、法律、障害者福祉等に関する有識者で構成

② 認定審査会は、請求者の陳述、医師の診断、診療録等を総合的に勘案して、適切に判断
③ 厚生労働大臣は、認定審査会の審査結果に基づき認定

３ 旧優生保護法一時金認定審査会による審査

４ 相談支援等

① 支給手続について十分かつ速やかに周知（国・都道府県・市町村）
② 相談支援その他請求に関し利便を図る。（国・都道府県）

※ 障害者支援施設、障害者支援団体等の協力を得るとともに、障害の特性に十分に配慮

１ 調査等
国は、前文で述べたような事態を二度と繰り返すことのないよう、共生社会の実現に資する

観点から、旧優生保護法に基づく優生手術等に関する調査その他の措置を実施
２ 周知
国は、本法の趣旨・内容について、広報活動等を通じ国民に周知を図り、理解を得るよう努める。

① 旧優生保護法が存在した
間（※）に、優生手術を受け
た者（母体保護のみを理由
として受けた者を除く。）

② ①の期間に生殖を不能にする手術等を受けた者（㋑～㊁のみを理由とする
手術等を受けたことが明らかな者を除く。）
㋑ 母体保護 ㋺ 疾病の治療 ㋩ 本人が子を有することを希望しないこと。
㊁ ㋩のほか、本人が手術等を受けることを希望すること。

①又は②の者であって、施行日において生存しているもの。

※昭和２３年９月１１日～平成８年９月２５日



平成 31 年 3 月 14 日 

審査会の判断等に係る基本的な考え方 

 

 
 優生保護法下における強制不妊手術について   

考える議員連盟法案作成プロジェクトチーム   

 

 

旧優生保護法に基づく優生手術等を受けた者に対する一時金の支給等に関する法

律案（以下「法案」という。）に基づく一時金の支給を受ける権利の認定について、旧

優生保護法一時金認定審査会（以下「審査会」という。）の判断等に係る基本的な考

え方は以下のとおりである。 

 

１ 審査会の審査を求めることなく認定を行う場合 

○ 法案第１０条第１項に定める、請求者が第２条第２項第１号から第４号までの

いずれかに掲げる者に該当することを確認することができる場合とは、例えば、

次のような場合である。 

① 旧優生保護法施行規則に基づく優生手術実施報告票等、請求者が法案第２条

第２項第１号から第４号に係る手術を受けたことを直接証する資料がある場

合 

② 請求者が法案第２条第２項第１号から第４号に係る手術について、旧優生保

護法に基づく都道府県優生保護審査会による審査の結果「適」とされたことが

分かる資料があり、かつ、当該請求者が手術を受けたことが分かる資料（医療

機関に保存されているカルテ等）がある場合 

 

２ 審査会の判断に係る基本的な考え方 

○ 法案第１０条第５項における審査会の判断に係る基本的な考え方は、次のとお

りである。 

・ 請求者に係る優生手術等の実施に関する記録は残っていない場合も多いこと、

旧優生保護法に基づかない形で生殖を不能にする手術等を受けた方も本法案に

よる一時金の支給の対象としていること等を前提に、審査会は請求者等の陳述

内容を十分に汲み取り、収集した資料等も含めて総合的に勘案した上で、柔軟

かつ公正な判断を行う。 

・  具体的な判断に当たっては、優生手術等を受けたことに関する請求者等の陳

述の内容が、当時の社会状況や請求者が置かれていた状況、収集した資料等か

ら考えて「明らかに不合理ではなく、一応確からしいこと」を基準とする。 

与党旧優生保護法に関するワーキングチーム 

参考資料１ 
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合意事項 

 

 
優生保護法下における強制不妊手術について 

考える議員連盟法案作成プロジェクトチーム 

 

 

 

○ 今回の法案は、旧優生保護法が議員立法により成立した経緯や優生手

術等を受けた方が既に高齢であること等に鑑み、どのような対応ができ

るかを与野党問わず国会議員の立場で真摯に議論し、可能な限り早期の

取りまとめを目指し、結論を得たものである。 

 

 

○ これらを踏まえ、現在訴訟を提起中の原告の方を含め一時金の支給対

象となる方等に対し、内容やこれまでの経緯、議論の経過等を政府と共

に繰り返し丁寧に説明することで、今回の法案の趣旨や内容を理解して

いただけるよう最大限努力する。 

 

 

○ また、今回の法案第 21 条に規定する調査については、旧優生保護法

が議員立法により成立した経緯等に鑑み、その主体は国会とする方向と

し、具体的な対応については、調査の内容も含め今後引き続き議論する。 

 

与党旧優生保護法に関するワーキングチーム 

参考資料２ 



  
 

一

 
 

 

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
案
要
綱 

第
一 
前
文 

 
 

昭
和
二
十
三
年
制
定
の
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
き
、
あ
る
い
は
旧
優
生
保
護
法
の
存
在
を
背
景
と
し
て
、多
く
の
方
々
が
、

特
定
の
疾
病
や
障
害
を
有
す
る
こ
と
等
を
理
由
に
、
平
成
八
年
に
旧
優
生
保
護
法
に
定
め
ら
れ
て
い
た
優
生
手
術
に
関
す
る

規
定
が
削
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
、
心

身
に
多
大
な
苦
痛
を
受
け
て
き
た
。 

 
 

こ
の
こ
と
に
対
し
て
、
我
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
、
真
摯
に
反
省
し
、
心
か
ら
深
く
お
わ
び
す
る
。 

 
 

今
後
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
名
誉
と
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
二
度
と
繰
り
返
す
こ
と
の
な

い
よ
う
、
全
て
の
国
民
が
疾
病
や
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い

な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
努
力
を
尽
く
す
決
意
を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

こ
こ
に
、
国
が
こ
の
問
題
に
誠
実
に
対
応
し
て
い
く
立
場
に
あ
る
こ
と
を
深
く
自
覚
し
、
こ
の
法
律
を
制
定
す
る
。 

第
二 

趣
旨 

 
 

こ
の
法
律
は
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
等
を



 

  
 

二

定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
一
条
関
係
） 

第
三 
定
義
（
一
時
金
の
支
給
対
象
者
） 

 

一 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
旧
優
生
保
護
法
」
と
は
、
昭
和
二
十
三
年
九
月
十
一
日
か
ら
平
成
八
年
九
月
二
十
五
日
ま
で
の

間
に
お
い
て
施
行
さ
れ
て
い
た
優
生
保
護
法
を
い
う
こ
と
。 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
第
二
条
第
一
項
関
係
） 

 

二 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
」
と
は
、
①
又
は
②
の
者
で
あ
っ
て
、
こ

の
法
律
の
施
行
の
日
に
お
い
て
生
存
し
て
い
る
も
の
を
い
う
こ
と
。 

 
 

① 

昭
和
二
十
三
年
九
月
十
一
日
か
ら
平
成
八
年
九
月
二
十
五
日
ま
で
の
間
〔
注
：
優
生
手
術
に
関
す
る
規
定
が
存
在
し

た
間
〕
に
、
旧
優
生
保
護
法
第
三
条
第
一
項
、
第
十
条
又
は
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
優
生
手
術
を

受
け
た
者
（
母
体
の
保
護
の
み
を
理
由
と
し
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
優
生
手
術
を
受
け
た
者
を
除
く
。
） 

 
 

② 

①
の
ほ
か
、
昭
和
二
十
三
年
九
月
十
一
日
か
ら
平
成
八
年
九
月
二
十
五
日
ま
で
の
間
に
日
本
国
内
に
お
い
て
行
わ
れ

た
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
た
者
（
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
事
由
の
み
を
理
由
と
し
て

行
わ
れ
た
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
者
を
除
く
。
） 

 
 

 

イ 

母
体
の
保
護 



  
 

三

 
 

 

ロ 

疾
病
の
治
療 

 
 

 
ハ 

本
人
が
子
を
有
す
る
こ
と
を
希
望
し
な
い
こ
と
。 

 
 

 

ニ 
ハ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
本
人
が
当
該
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
る
こ
と
を
希
望

す
る
こ
と
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
第
二
条
第
二
項
関
係
） 

第
四 

一
時
金 

 

一 

一
時
金
の
支
給
等 

 
 

１ 

一
時
金
の
支
給 

 
 

 
 

国
は
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
し
、
一
時

金
を
支
給
す
る
こ
と
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
三
条
関
係
） 

 
 

２ 

一
時
金
の
額 

 
 

 
 

一
時
金
の
額
は
、
三
百
二
十
万
円
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
四
条
関
係
） 

 
 

３ 

支
払
未
済
の
一
時
金 

 
 

 
 

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
が
一
時
金
の
支
給
の
請
求
を
し
た
後
に
死
亡
し
た
場
合
に
お
い



 

  
 

四

て
、
そ
の
者
が
支
給
を
受
け
る
べ
き
一
時
金
で
そ
の
支
払
を
受
け
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
一
時
金
は
、

そ
の
者
の
遺
族
〔
注
：
配
偶
者
等
〕
で
あ
っ
て
そ
の
者
の
死
亡
当
時
に
そ
の
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
も
の
に
支

給
し
、
支
給
す
べ
き
遺
族
が
な
い
と
き
は
、
当
該
死
亡
し
た
者
の
相
続
人
に
支
給
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
第
一
項
関
係
） 

 

二 

支
給
の
手
続 

 
 

１ 

請
求 

 
 

 

⑴ 

権
利
の
認
定 

 
 

 
 

① 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
一
時
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
請
求
に
基
づ
き
、
当
該
支
給
を
受
け
る
権
利
の

認
定
（
以
下
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
行
い
、
当
該
認
定
を
受
け
た
者
に
対
し
、
一
時
金
を
支
給
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
五
条
第
一
項
関
係
） 

 
 

 
 

② 

①
の
請
求
（
以
下
「
請
求
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
請
求
を
す
る
者
の
居
住
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
を

経
由
し
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
五
条
第
二
項
関
係
） 

 
 

 
 

③ 

請
求
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
五
条
第
三
項
関
係
） 



  
 

五

 
 

 

⑵ 

請
求
書
の
提
出 

 
 

 
 

① 

請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
（
都
道
府
県
知
事
を
経
由
す
る
場
合
は
、
当
該
都
道
府
県
知
事
）

に
、
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
、
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
る
に
至
っ
た
経
緯
等
を

記
載
し
た
請
求
書
（
以
下
「
請
求
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
七
条
第
一
項
関
係
） 

 
 

 
 

② 

都
道
府
県
知
事
は
、
請
求
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
こ
れ
を
厚
生
労
働
大
臣
に
送
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
七
条
第
二
項
関
係
） 

 
 

２ 

請
求
に
係
る
都
道
府
県
知
事
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
調
査 

 
 

 

⑴ 

都
道
府
県
知
事
に
よ
る
調
査 

 
 

 
 

① 

請
求
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
の
調
査 

 
 

 
 
 

イ 

都
道
府
県
知
事
は
、
請
求
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
都
道
府
県
の
保
有
す
る
文
書
に
そ
の
請
求
に

係
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
調
査
し
、
又
は
当
該
都
道
府
県
の
職
員
か
ら
の
当
該
請
求

に
関
し
知
っ
て
い
る
事
実
の
聴
取
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 



 

  
 

六

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
八
条
第
一
項
関
係
） 

 
 

 
 
 

ロ 

都
道
府
県
知
事
は
、
請
求
書
に
そ
の
都
道
府
県
に
お
い
て
そ
の
請
求
に
係
る
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は

放
射
線
の
照
射
を
受
け
た
旨
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
記
載
に
基
づ
き
、
当
該
都
道
府
県
の
医
療
機
関
、

福
祉
施
設
そ
の
他
の
関
係
機
関
（
以
下
「
関
係
機
関
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
者
が
保
有
す
る
文
書

に
当
該
請
求
に
係
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
調
査
し
、
又
は
当
該
関
係
機
関
の
職
員
か

ら
の
当
該
請
求
に
関
し
知
っ
て
い
る
事
実
の
聴
取
を
行
い
、
そ
の
結
果
の
報
告
を
求
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
結
果
の
報
告
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
結
果
を
厚
生
労

働
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

（
第
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
関
係
） 

 
 

 
 

② 

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
通
知
を
受
け
た
場
合
の
調
査 

 
 

 
 
 

イ 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を(

ⅰ)

又
は(

ⅱ)

に
定
め
る
都
道
府
県
知
事
に
通
知

す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 
 
 
(

ⅰ) 

都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
さ
れ
た
請
求
に
係
る
請
求
書
に
そ
の
都
道
府
県
以
外
の
都
道
府
県
の
区
域

内
に
お
い
て
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
た
旨
の
記
載
が
あ
る
と
き
。 

当
該



  
 

七

都
道
府
県
の
知
事 

 
 

 
 
 
 
(

ⅱ) 

都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
な
い
で
さ
れ
た
請
求
に
係
る
請
求
書
に
当
該
請
求
に
係
る
生
殖
を
不
能
に
す

る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
た
都
道
府
県
の
区
域
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
と
き
。 

当
該
都
道
府

県
の
知
事 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
八
条
第
四
項
関
係
） 

 
 

 
 
 

ロ 

①
は
、
イ
の
通
知
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
に
つ
い
て
準
用
す
る
こ
と
。 

 
 

（
第
八
条
第
五
項
関
係
） 

 
 

 
 

③ 

公
務
所
又
は
公
私
の
団
体
へ
の
照
会 

 
 

 
 
 
 

都
道
府
県
知
事
は
、
①
又
は
②
ロ
の
調
査
又
は
聴
取
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
機
関
そ
の

他
の
公
務
所
又
は
公
私
の
団
体
に
照
会
し
て
必
要
な
事
項
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
八
条
第
六
項
関
係
） 

 
 

 

⑵ 

厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
調
査 

 
 

 
 
 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
認
定
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
請
求
を
し
た
者
（
以
下
「
請
求
者
」
と

い
う
。
）
そ
の
他
の
関
係
人
に
対
し
て
、
報
告
等
を
さ
せ
、
又
は
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医
師
の
診
断
を
受
け

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
公
務
所
又
は
公
私
の
団
体
に
照
会
し
て
必
要
な
事
項
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
が



 

  
 

八

で
き
る
こ
と
。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

（
第
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
） 

 
 

３ 

請
求
に
係
る
審
査
会
に
よ
る
審
査 

 
 

 

⑴ 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
請
求
を
受
け
た
と
き
は
、
請
求
者
が
第
三
の
二
の
①
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
る
場
合
を
除
き
、
当
該
請
求
の
内
容
を
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
に

通
知
し
、
そ
の
審
査
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
第
十
条
第
一
項
関
係
） 

 
 

 

⑵ 

審
査
会
は
、
審
査
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
請
求
者
に
つ
い
て
、
第
三
の
二
の
①
又
は
②
に
該
当
す
る
者
で
あ
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
厚
生
労
働
大
臣
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
十
条
第
二
項
関
係
） 

 
 

 

⑶ 

審
査
会
は
、
審
査
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
請
求
者
等
に
対
し
て
、
報
告
等
を
さ
せ
、
又
は

審
査
会
の
指
定
す
る
医
師
の
診
断
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関

係
機
関
そ
の
他
の
公
務
所
又
は
公
私
の
団
体
に
照
会
し
て
必
要
な
事
項
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

（
第
十
条
第
三
項
及
び
第
四
項
関
係
） 

 
 

 

⑷ 

審
査
会
は
、
請
求
者
及
び
関
係
人
の
陳
述
、
医
師
の
診
断
の
結
果
、
診
療
録
の
記
載
内
容
そ
の
他
の
請
求
に
係
る



  
 

九

情
報
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
事
案
の
実
情
に
即
し
た
適
切
な
判
断
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
十
条
第
五
項
関
係
） 

 
 

 

⑸ 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
⑵
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
審
査
会
の
審
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
認
定
を
行
う
も
の
と
す
る
こ

と
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
十
条
第
六
項
関
係
） 

 
 

４ 

関
係
機
関
等
の
協
力 

 
 

 

⑴ 

関
係
機
関
は
、
都
道
府
県
知
事
か
ら
２
⑴
①
ロ
又
は
②
ロ
の
調
査
又
は
聴
取
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
に
協

力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
十
一
条
第
一
項
関
係
） 

 
 

 

⑵ 

関
係
機
関
そ
の
他
の
公
務
所
又
は
公
私
の
団
体
は
、
都
道
府
県
知
事
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
審
査
会
か
ら
必
要
な

事
項
の
報
告
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
十
一
条
第
二
項
関
係
） 

 
 

５ 

一
時
金
の
支
給
手
続
等
に
つ
い
て
の
周
知
、
相
談
支
援
等 

 
 

 

⑴ 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
一
時
金
の
支
給
手
続
等
に
つ
い
て
十
分
か
つ
速
や
か
に
周
知
す
る
た
め
の
措
置
を
適

切
に
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
十
二
条
第
一
項
関
係
） 



 

  
 

一
〇

 
 

 

⑵ 

国
及
び
都
道
府
県
は
、
相
談
支
援
そ
の
他
請
求
に
関
し
利
便
を
図
る
た
め
の
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
も
の
と
す
る

こ
と
。 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

（
第
十
二
条
第
二
項
関
係
） 

 
 

 

⑶ 
⑴
及
び
⑵
の
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
障
害
者
支
援
施
設
、
障
害
者
支
援
団

体
等
の
協
力
を
得
る
と
と
も
に
、
障
害
の
特
性
に
十
分
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
十
二
条
第
三
項
関
係
） 

 

三 

一
時
金
に
係
る
非
課
税
等 

 
 

 

一
時
金
に
係
る
譲
渡
等
の
禁
止
、
非
課
税
等
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
。 

 

（
第
十
三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
関
係
） 

第
五 

旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会 

 

一 

厚
生
労
働
省
に
、
審
査
会
を
置
く
こ
と
。 

 

二 

審
査
会
は
、
七
人
以
上
政
令
で
定
め
る
人
数
以
内
の
委
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
こ
と
。 

 

三 

委
員
は
、
医
療
、
法
律
、
障
害
者
福
祉
等
に
関
し
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
が
任
命

す
る
こ
と
。 

 

四 

そ
の
他
審
査
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
こ
と
。 

 
 
 

（
第
十
六
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
関
係
） 

第
六 

調
査
等 



  
 

一
一

 
 

国
は
、
疾
病
や
障
害
を
理
由
と
し
て
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
な
事
態
を
二
度

と
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
全
て
の
国
民
が
疾
病
や
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
相
互
に
人
格

と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
資
す
る
観
点
か
ら
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
に
関

す
る
調
査
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
二
十
一
条
関
係
） 

第
七 

こ
の
法
律
の
趣
旨
及
び
内
容
に
つ
い
て
の
周
知 

 
 

国
は
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
及
び
内
容
に
つ
い
て
、
広
報
活
動
等
を
通
じ
て
国
民
に
周
知
を
図
り
、
そ
の
理
解
を
得
る
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
二
十
二
条
関
係
） 

第
八 

雑
則 

 

一 

費
用
負
担 

 
 

 

次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
国
庫
の
負
担
と
す
る
こ
と
。 

 
 

① 

認
定
を
受
け
た
者
が
当
該
認
定
に
係
る
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
た
か
ど
う
か
に
つ
い

て
医
師
の
診
断
の
結
果
が
記
載
さ
れ
た
診
断
書
を
厚
生
労
働
大
臣
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
い
た
場
合
に
お
け
る
当

該
診
断
書
の
作
成
に
要
す
る
費
用
（
当
該
診
断
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
②
に
お
い
て
同
じ
。
） 



 

  
 

一
二

 
 

② 

第
四
の
二
の
２
⑵
又
は
３
⑶
の
医
師
の
診
断
の
結
果
が
記
載
さ
れ
た
診
断
書
の
作
成
に
要
す
る
費
用 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
二
十
三
条
関
係
） 

 

二 

事
務
費
の
交
付 

 
 

 

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
に
対
し
、
都
道
府
県
知
事
が
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く

命
令
の
規
定
に
よ
っ
て
行
う
一
時
金
の
支
給
に
係
る
事
務
の
処
理
に
必
要
な
費
用
を
交
付
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
二
十
四
条
関
係
） 

 

三 

事
務
の
委
託 

 
 

１ 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
一
時
金
（
一
の
費
用
を
含
む
。
第
九
の
三
の
２
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
払
に
関
す
る
事
務
を

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
二
十
七
条
関
係
） 

 
 

２ 

政
府
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
機
構
に
対
し
、
１
の
事
務
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
資
金
を
交
付
す

る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

（
第
二
十
八
条
第
一
項
関
係
） 

 

四 

厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任 



  
 

一
三

 
 

 

一
時
金
の
支
給
手
続
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
こ
と
。 

 
 
 
 

（
第
三
十
条
関
係
） 

第
九 
施
行
期
日
等 

 

一 

施
行
期
日 

 
 

 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
五
（
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会
）
は
、
公
布

の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
附
則
第
一
条
関
係
） 

 

二 

一
時
金
の
請
求
の
期
限
の
検
討 

 
 

 

一
時
金
の
請
求
の
期
限
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
お
け
る
請
求
の
状
況
を
勘
案
し
、
必
要
に
応
じ
、
検
討

が
加
え
ら
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
附
則
第
二
条
関
係
） 

 

三 

厚
生
労
働
省
設
置
法
等
の
一
部
改
正 

 
 

１ 

厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正 

 
 

 
 

厚
生
労
働
省
の
所
掌
事
務
に
、
一
時
金
の
支
給
に
関
す
る
こ
と
を
追
加
す
る
こ
と
。 

 
 

（
附
則
第
四
条
関
係
） 

 
 

２ 

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
の
一
部
改
正 

 
 

 
 

機
構
の
業
務
に
、
当
分
の
間
、
国
の
委
託
を
受
け
て
、
一
時
金
の
支
払
を
行
う
こ
と
を
追
加
す
る
こ
と
。 



 

  
 

一
四

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
附
則
第
五
条
関
係
） 

 

四 
そ
の
他 

 
 

 

そ
の
他
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
。 



  
 

一

 
 

 

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
案 
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附
則 

 

昭
和
二
十
三
年
制
定
の
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
き
、
あ
る
い
は
旧
優
生
保
護
法
の
存
在
を
背
景
と
し
て
、
多
く
の
方
々
が
、

特
定
の
疾
病
や
障
害
を
有
す
る
こ
と
等
を
理
由
に
、
平
成
八
年
に
旧
優
生
保
護
法
に
定
め
ら
れ
て
い
た
優
生
手
術
に
関
す
る
規

定
が
削
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
、
心
身
に

多
大
な
苦
痛
を
受
け
て
き
た
。 



 

  
 

二

 
こ
の
こ
と
に
対
し
て
、
我
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
、
真
摯
に
反
省
し
、
心
か
ら
深
く
お
わ
び
す
る
。 

 

今
後
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
名
誉
と
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
二
度
と
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い

よ
う
、
全
て
の
国
民
が
疾
病
や
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が

ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
努
力
を
尽
く
す
決
意
を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
に
、
国
が
こ
の
問
題
に
誠
実
に
対
応
し
て
い
く
立
場
に
あ
る
こ
と
を
深
く
自
覚
し
、
こ
の
法
律
を
制
定
す
る
。 

 
 

 

第
一
章 

総
則 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項

等
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
旧
優
生
保
護
法
」
と
は
、
昭
和
二
十
三
年
九
月
十
一
日
か
ら
平
成
八
年
九
月
二
十
五
日
ま
で

の
間
に
お
い
て
施
行
さ
れ
て
い
た
優
生
保
護
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
を
い
う
。 

２ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
、
こ
の



  
 

三

法
律
の
施
行
の
日
（
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
生
存
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。 

 

一 
昭
和
二
十
三
年
九
月
十
一
日
か
ら
昭
和
二
十
四
年
六
月
二
十
三
日
ま
で
の
間
に
、
優
生
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
十
六
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
優
生
保
護
法
第
三
条
第
一
項
又
は
第
十
条
の
規
定
に
よ
り

行
わ
れ
た
優
生
手
術
を
受
け
た
者
（
同
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
こ
と
の
み
を
理
由
と
し
て
同
項

の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
優
生
手
術
を
受
け
た
者
を
除
く
。
） 

 

二 

昭
和
二
十
四
年
六
月
二
十
四
日
か
ら
昭
和
二
十
七
年
五
月
二
十
六
日
ま
で
の
間
に
、
優
生
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
優
生
保
護
法
第
三
条
第
一
項
又
は
第
十
条
の
規
定
に
よ

り
行
わ
れ
た
優
生
手
術
を
受
け
た
者
（
同
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
こ
と
の
み
を
理
由
と
し
て
同

項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
優
生
手
術
を
受
け
た
者
を
除
く
。
） 

 

三 

昭
和
二
十
七
年
五
月
二
十
七
日
か
ら
平
成
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、ら
い
、
、
予
防
法
の
廃
止
に
関
す
る
法
律
（
平

成
八
年
法
律
第
二
十
八
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
優
生
保
護
法
第
三
条
第
一
項
、
第
十
条
又
は
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
行
わ
れ
た
優
生
手
術
を
受
け
た
者
（
同
法
第
三
条
第
一
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
こ
と
の
み

を
理
由
と
し
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
優
生
手
術
を
受
け
た
者
を
除
く
。
） 



 

  
 

四

 
四 

平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
二
十
五
日
ま
で
の
間
に
、
優
生
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法

律
第
百
五
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
優
生
保
護
法
第
三
条
第
一
項
、
第
十
条
又
は
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ

た
優
生
手
術
を
受
け
た
者
（
同
法
第
三
条
第
一
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
こ
と
の
み
を
理
由
と
し

て
同
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
優
生
手
術
を
受
け
た
者
を
除
く
。
） 

 

五 

前
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
昭
和
二
十
三
年
九
月
十
一
日
か
ら
平
成
八
年
九
月
二
十
五
日
ま
で
の
間
に
日
本
国
内
に

お
い
て
行
わ
れ
た
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
た
者
（
次
に
掲
げ
る
事
由
の
み
を
理
由
と
し
て

行
わ
れ
た
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
者
を
除
く
。
） 

 
 

イ 

母
体
の
保
護 

 
 

ロ 

子
宮
が
ん
そ
の
他
の
疾
病
又
は
負
傷
の
治
療 

 
 

ハ 

本
人
が
子
を
有
す
る
こ
と
を
希
望
し
な
い
こ
と
。 

 
 

ニ 

ハ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
本
人
が
当
該
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す

る
こ
と
。 

 
 

 

第
二
章 

一
時
金
の
支
給 



  
 

五

 
（
一
時
金
の
支
給
） 

第
三
条 

国
は
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
し
、
一
時

金
を
支
給
す
る
。 

 

（
一
時
金
の
額
） 

第
四
条 

一
時
金
の
額
は
、
三
百
二
十
万
円
と
す
る
。 

 

（
一
時
金
に
係
る
認
定
等
） 

第
五
条 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
一
時
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
請
求
に
基
づ
き
、
当
該
支
給
を
受
け
る
権
利
の
認
定

を
行
い
、
当
該
認
定
を
受
け
た
者
に
対
し
、
一
時
金
を
支
給
す
る
。 

２ 

前
項
の
一
時
金
の
支
給
の
請
求
（
以
下
単
に
「
請
求
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
請
求
を
す
る
者
の
居
住
地
を
管
轄
す
る
都

道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

請
求
は
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

（
支
払
未
済
の
一
時
金
） 

第
六
条 

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
が
請
求
を
し
た
後
に
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
支



 

  
 

六

給
を
受
け
る
べ
き
一
時
金
で
そ
の
支
払
を
受
け
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
一
時
金
は
、
そ
の
者
の
配
偶
者
（
届

出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
）
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
又
は
兄
弟
姉

妹
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
五
条
に
お
い

て
「
遺
族
」
と
い
う
。
）
に
支
給
し
、
支
給
す
べ
き
遺
族
が
な
い
と
き
は
、
当
該
死
亡
し
た
者
の
相
続
人
に
支
給
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
一
時
金
を
受
け
る
べ
き
遺
族
の
順
位
は
、
同
項
に
規
定
す
る
順
序
に
よ
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
時
金
を
受
け
る
べ
き
同
順
位
者
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
の
全
額
を
そ
の
一
人
に
支
給
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
一
人
に
し
た
支
給
は
、
全
員
に
対
し
て
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

 

（
請
求
書
の
提
出
等
） 

第
七
条 

請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
（
当
該
請
求
が
第
五
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
都
道
府
県
知
事
）
に
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
（
以
下
単
に
「
請
求
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

請
求
を
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所 

 

二 

請
求
に
係
る
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
た
医
療
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地
（
こ
れ
ら
の
事



  
 

七

項
が
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
） 

 

三 
請
求
に
係
る
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
た
年
月
日
（
こ
れ
が
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
そ
の

時
期
と
し
、
い
ず
れ
も
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
そ
の
旨
と
す
る
。
） 

 

四 

請
求
に
係
る
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
る
に
至
っ
た
経
緯 

 

五 

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項 

２ 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
こ
れ
を
厚
生
労
働
大
臣
に
送
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
調
査
） 

第
八
条 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
都
道
府
県
の
保
有
す
る
文
書
（
図
画
及
び
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知

覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
た
記
録
を
い
う
。
）
を
含
む
。
次
項
及
び
第
十
条
第
一
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
そ
の
請
求
に
係
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
調
査
し
、
又
は
当
該
都
道
府
県
の
職
員

か
ら
の
当
該
請
求
に
関
し
知
っ
て
い
る
事
実
の
聴
取
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。 



 

  
 

八

２ 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
請
求
書
に
そ
の
都
道

府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
そ
の
請
求
に
係
る
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
た
旨
の
記
載
が
あ
る
と

き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
、
医
療
機
関
、
障
害
者
支
援
施
設

（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条

第
十
一
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
を
い
う
。
第
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
児
童
福
祉
施
設
（
児
童
福
祉

法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
福
祉
施
設
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
関
係
機
関

（
以
下
単
に
「
関
係
機
関
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
当
該
関
係
機
関
が
保
有
す
る
文
書
に
当
該
請
求
に
係
る
情
報
が
記
録

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
調
査
し
、
又
は
当
該
関
係
機
関
の
職
員
か
ら
の
当
該
請
求
に
関
し
知
っ
て
い
る
事
実
の
聴

取
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
内
容
を
厚
生
労
働
大
臣
に
通
知
す

る
も
の
と
す
る
。 

４ 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
当
該
各
号
に
定
め
る
都
道
府
県
知
事
に
通
知
す
る
も
の

と
す
る
。 



  
 

九

 
一 

第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
さ
れ
た
請
求
に
係
る
請
求
書
に
そ
の
都
道
府
県
以
外
の
都

道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
当
該
請
求
に
係
る
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
た
旨
の
記
載
が
あ

る
と
き
。 

当
該
都
道
府
県
の
知
事 

 

二 

都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
な
い
で
さ
れ
た
請
求
に
係
る
請
求
書
に
当
該
請
求
に
係
る
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放

射
線
の
照
射
を
受
け
た
都
道
府
県
の
区
域
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
と
き
。 

当
該
都
道
府
県
の
知
事 

５ 

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

６ 

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

る
調
査
又
は
聴
取
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
機
関
そ
の
他
の
公
務
所
又
は
公
私
の
団
体
に
照
会
し
て
必

要
な
事
項
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
調
査
） 

第
九
条 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
五
条
第
一
項
の
認
定
（
以
下
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
請
求
を
し
た
者
（
次
条
に
お
い
て
「
請
求
者
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
関
係
人
に
対
し
て
、
報
告
を
さ
せ
、
文

書
そ
の
他
の
物
件
を
提
出
さ
せ
、
出
頭
を
命
じ
、
又
は
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医
師
の
診
断
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
で



 

  
 

一
〇

き
る
。 

２ 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
認
定
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
機
関
そ
の
他
の
公
務
所
又
は
公
私
の
団
体

に
照
会
し
て
必
要
な
事
項
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
請
求
に
係
る
審
査
） 

第
十
条 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
請
求
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係
る
請
求
者
が
第
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま

で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
そ
の
他
当
該
請
求
に
係
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
文
書
に
よ

り
当
該
請
求
者
が
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
を
除
き
、
当
該
請
求
の
内
容
を
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会
に
通
知
し
、
当
該
請
求
者
が
同
項
各
号
に
掲
げ
る

者
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
審
査
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
審
査
に
係
る
請
求
者

が
第
二
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
厚
生
労
働
大
臣
に
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会
は
、
前
項
の
審
査
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
請
求
者
そ
の
他
の



  
 

一
一

関
係
人
に
対
し
て
、
報
告
を
さ
せ
、
文
書
そ
の
他
の
物
件
を
提
出
さ
せ
、
出
頭
を
命
じ
、
又
は
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定

審
査
会
の
指
定
す
る
医
師
の
診
断
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会
は
、
第
二
項
の
審
査
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
機
関
そ
の

他
の
公
務
所
又
は
公
私
の
団
体
に
照
会
し
て
必
要
な
事
項
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会
は
、
第
二
項
の
審
査
に
お
い
て
、
請
求
者
及
び
関
係
人
の
陳
述
、
医
師
の
診
断
の
結

果
、
診
療
録
の
記
載
内
容
そ
の
他
の
請
求
に
係
る
情
報
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
事
案
の
実
情
に
即
し
た
適
切
な
判
断
を
行

う
も
の
と
す
る
。 

６ 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会
の
審
査
の
結
果
に
基
づ

き
認
定
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
関
係
機
関
等
の
協
力
） 

第
十
一
条 

関
係
機
関
は
、
第
八
条
第
二
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
調
査
又
は

聴
取
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

関
係
機
関
そ
の
他
の
公
務
所
又
は
公
私
の
団
体
は
、
第
八
条
第
六
項
、
第
九
条
第
二
項
又
は
前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る



 

  
 

一
二

必
要
な
事
項
の
報
告
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
一
時
金
の
支
給
手
続
等
に
つ
い
て
の
周
知
、
相
談
支
援
等
） 

第
十
二
条 
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
し
一
時
金
の
支
給
手
続
等

に
つ
い
て
十
分
か
つ
速
や
か
に
周
知
す
る
た
め
の
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

国
及
び
都
道
府
県
は
、
一
時
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
す
る
相
談
支
援
そ
の
他
請
求
に
関
し
利
便
を
図
る
た

め
の
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

前
二
項
の
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
の
多
く
が
障
害
者
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
障
害
者
支
援
施
設
、
障
害
者
の
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
の
協
力
を
得
る
と

と
も
に
、
障
害
の
特
性
に
十
分
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
不
正
利
得
の
徴
収
） 

第
十
三
条 

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
一
時
金
の
支
給
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
国
税
徴
収

の
例
に
よ
り
、
そ
の
者
か
ら
、
当
該
一
時
金
の
価
額
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
先
取
特
権
の
順
位
は
、
国
税
及
び
地
方
税
に
次
ぐ
も
の
と
す
る
。 



  
 

一
三

 
（
譲
渡
等
の
禁
止
） 

第
十
四
条 

一
時
金
の
支
給
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
渡
し
、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

（
非
課
税
） 

第
十
五
条 

租
税
そ
の
他
の
公
課
は
、
一
時
金
を
標
準
と
し
て
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 
 

 

第
三
章 

旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会 

 

（
審
査
会
の
設
置
） 

第
十
六
条 

厚
生
労
働
省
に
、
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
を
置

く
。 

２ 

審
査
会
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
。 

 

（
審
査
会
の
組
織
） 

第
十
七
条 

審
査
会
は
、
七
人
以
上
政
令
で
定
め
る
人
数
以
内
の
委
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。 

２ 

委
員
は
、
医
療
、
法
律
、
障
害
者
福
祉
等
に
関
し
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
が
任
命
す

る
。 



 

  
 

一
四

３ 

委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。 

 

（
会
長
） 

第
十
八
条 
審
査
会
に
、
会
長
一
人
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。 

２ 

会
長
は
、
審
査
会
の
会
務
を
総
理
し
、
審
査
会
を
代
表
す
る
。 

３ 

審
査
会
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
委
員
の
う
ち
か
ら
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
場
合
に
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
者
を
定
め
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
委
員
の
任
期
） 

第
十
九
条 

委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。 

２ 

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

委
員
の
任
期
が
満
了
し
た
と
き
は
、
当
該
委
員
は
、
後
任
者
が
任
命
さ
れ
る
ま
で
引
き
続
き
そ
の
職
務
を
行
う
も
の
と
す

る
。 

 

（
政
令
へ
の
委
任
） 

第
二
十
条 

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。 



  
 

一
五

 
 

 

第
四
章 

調
査
等
及
び
周
知 

 

（
調
査
等
） 

第
二
十
一
条 
国
は
、
特
定
の
疾
病
や
障
害
を
有
す
る
こ
と
等
を
理
由
と
し
て
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射

を
受
け
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
な
事
態
を
二
度
と
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
全
て
の
国
民
が
疾
病
や
障
害
の
有
無

に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
資
す
る
観
点

か
ら
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
（
第
二
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は

放
射
線
の
照
射
を
い
う
。
）
に
関
す
る
調
査
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
こ
の
法
律
の
趣
旨
及
び
内
容
に
つ
い
て
の
周
知
） 

第
二
十
二
条 

国
は
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
及
び
内
容
に
つ
い
て
、
広
報
活
動
等
を
通
じ
て
国
民
に
周
知
を
図
り
、
そ
の
理
解
を

得
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

第
五
章 

雑
則 

 

（
費
用
の
負
担
） 

第
二
十
三
条 

次
に
掲
げ
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
国
庫



 

  
 

一
六

の
負
担
と
す
る
。 

 

一 
認
定
を
受
け
た
者
が
当
該
認
定
に
係
る
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て

の
医
師
の
診
断
の
結
果
が
記
載
さ
れ
た
診
断
書
を
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
い
た
場
合
に
お
け
る

当
該
診
断
書
の
作
成
に
要
す
る
費
用
（
当
該
診
断
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
同
号
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く
。
） 

 

二 

第
九
条
第
一
項
又
は
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
医
師
の
診
断
の
結
果
が
記
載
さ
れ
た
診
断
書
の
作
成
に
要
す
る
費

用 

 

（
事
務
費
の
交
付
） 

第
二
十
四
条 

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
に
対
し
、
都
道
府
県
知
事
が
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に

基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
っ
て
行
う
事
務
の
処
理
に
必
要
な
費
用
を
交
付
す
る
。 

 

（
戸
籍
事
項
の
無
料
証
明
） 

第
二
十
五
条 

市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
長
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
に
あ
っ
て
は
、
区
長
又
は
総
合
区
長
）
は
、
厚
生
労
働
大
臣
、



  
 

一
七

都
道
府
県
知
事
又
は
一
時
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
若
し
く
は
そ
の
遺
族
若
し
く
は
相
続
人
に
対
し
て
、
当
該
市
町

村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
遺
族
若
し
く
は
相
続

人
の
戸
籍
に
関
し
、
無
料
で
証
明
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
事
務
の
区
分
） 

第
二
十
六
条 

第
五
条
第
二
項
並
び
に
第
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
第
二

条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。 

 

（
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
へ
の
事
務
の
委
託
） 

第
二
十
七
条 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
一
時
金
（
第
二
十
三
条
各
号
に
規
定
す
る
診
断
書
の
作
成
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
次
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
払
に
関
す
る
事
務
を
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
次
条
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
に
お
い
て

「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
払
基
金
） 

第
二
十
八
条 

前
条
の
規
定
に
よ
り
業
務
の
委
託
を
受
け
た
機
構
は
、
一
時
金
の
支
払
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
（
以
下
こ



 

  
 

一
八

の
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
一
時
金
支
払
等
業
務
」
と
い
う
。
）
に
要
す
る
費
用
（
一
時
金
支
払
等
業
務
の
執
行
に
要
す
る

費
用
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
充
て
る
た
め
、
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
払
基
金
（
次
項
に
お
い
て
「
基
金
」

と
い
う
。
）
を
設
け
る
。 

２ 

基
金
は
、
次
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
資
金
を
も
っ
て
充
て
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
交
付
金
） 

第
二
十
九
条 

政
府
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
業
務
の
委
託
を
受
け
た
機
構
に
対
し
、
一

時
金
支
払
等
業
務
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
資
金
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任
） 

第
三
十
条 

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
一
時
金
の
支
給
手
続
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
章
の
規
定
並
び
に
附
則
第
四
条
中
厚
生
労
働
省
設
置
法

（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
六
条
第
二
項
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
十
三
条
の
二
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規



  
 

一
九

定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
請
求
の
期
限
の
検
討
） 

第
二
条 
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
請
求
の
期
限
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
お
け
る
請
求
の
状
況
を
勘
案
し
、

必
要
に
応
じ
、
検
討
が
加
え
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

地
方
自
治
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
第
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け 

第
五
条
第
二
項
並
び
に
第
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
こ
れ 

 
 

 

た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法 

ら
の
規
定
を
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
） 

 
 

 

律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第 

 
 

号
） 

 
 

及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

て
い
る
事
務 

 

（
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 



 

  
 

二
〇

 
 

第
四
条
第
一
項
第
八
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 
 

八
十
の
二 

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三

十
一
年
法
律
第 

 
 

号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
一
時
金
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
協
議
会 

 
 

第
六
条
第
二
項
中
「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
協
議
会
」
を 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会
」 

 
 

第
十
三
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会
） 

 

第
十
三
条
の
二
の
二 

旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会
に
つ
い
て
は
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け

た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 
 

第
十
八
条
第
一
項
中
「
か
ら
第
八
十
二
号
ま
で
」
を
「
、
第
八
十
号
、
第
八
十
一
号
、
第
八
十
二
号
」
に
改
め
る
。 

 

（
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

附
則
第
五
条
の
二
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 



  
 

二
一

 
 

（
一
時
金
の
支
払
の
業
務
） 

 

第
五
条
の
三 

機
構
は
、
第
十
二
条
第
一
項
及
び
前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
当
分
の
間
、

次
の
業
務
を
行
う
。 

 
 

一 

国
の
委
託
を
受
け
て
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第 

 
 

号
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
給

法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
一
時
金
の
支
払
を
行
う
こ
と
。 

 
 

二 

国
の
委
託
を
受
け
て
、
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
第
六
条
第
一
項
の
一
時
金
の
支
払
を
行
う
こ
と
。 

 
 

三 

国
の
委
託
を
受
け
て
、
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
第
二
十
三
条
各
号
に
規
定
す
る
診
断
書
の
作
成
に
要
す
る
費

用
の
支
払
を
行
う
こ
と
。 

 
 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。 

 

２ 

機
構
は
、
前
項
の
業
務
に
係
る
経
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
経
理
と
区
分
し
、
特
別
の
勘
定
を
設
け
て
整
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

３ 

第
一
項
の
業
務
は
、
第
三
十
三
条
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
と
み
な



 

  
 

二
二

す
。 

 
 

（
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
払
基
金
） 

 

第
五
条
の
四 

機
構
は
、
前
条
第
一
項
の
業
務
に
要
す
る
費
用
（
そ
の
執
行
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
に
充
て
る
た
め
に

旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
払
基
金
（
次
項
に
お
い
て
「
基
金
」
と
い
う
。
）
を
設
け
、
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
第

二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
充
て
る
も
の
と
さ
れ
る
金
額
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
も
の
と
す
る
。 

 

２ 

機
構
は
、
前
条
第
一
項
の
業
務
を
廃
止
す
る
場
合
に
お
い
て
、
基
金
に
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
残
余
の
額
を
国
庫

に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
成
育
過
程
に
あ
る
者
及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
た
め
の
施

策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
六
条 

成
育
過
程
に
あ
る
者
及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
た
め

の
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
百
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

附
則
第
三
項
の
う
ち
厚
生
労
働
省
設
置
法
第
十
三
条
の
二
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
第
十
三
条
の
二
の
次
」

を
「
第
十
三
条
の
二
の
二
を
第
十
三
条
の
二
の
三
に
改
め
、
第
十
三
条
の
二
の
次
」
に
改
め
る
。 



  
 

二
三

 
 

 
 
 

理 

由 

 

昭
和
二
十
三
年
制
定
の
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
き
、
あ
る
い
は
旧
優
生
保
護
法
の
存
在
を
背
景
と
し
て
、
多
く
の
方
々
が
、

特
定
の
疾
病
や
障
害
を
有
す
る
こ
と
等
を
理
由
と
し
て
、
平
成
八
年
に
旧
優
生
保
護
法
に
定
め
ら
れ
て
い
た
優
生
手
術
に
関
す

る
規
定
が
削
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
、
心

身
に
多
大
な
苦
痛
を
受
け
て
き
た
こ
と
に
鑑
み
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支

給
に
関
し
必
要
な
事
項
等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 

 



  
 

二
五

 
 

 

本
案
施
行
に
要
す
る
経
費 

 

本
案
施
行
に
要
す
る
経
費
と
し
て
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
に
係
る
届
出
が
あ
っ
た
者
に
対
し
て
一
時
金
を
支

給
し
た
場
合
の
総
額
と
し
て
見
込
ま
れ
る
金
額
は
、
約
三
百
八
十
億
円
で
あ
る
。 



 

一 

◎ 

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
案 

新
旧
対
照
条
文 

○ 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）（
抄
）（
附
則
第
三
条
関
係
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

別
表
第
一 
第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
二
条
関
係
） 

 

備
考 

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上
欄
に
掲
げ

る
法
律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る
も
の
と
す

る
。 

法 
 

律 

事 
 

務 

（
略
） 

（
略
） 

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優

生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対

す
る
一
時
金
の
支
給
等
に
関

す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年

法
律
第 

 
 

号
） 

第
五
条
第
二
項
並
び
に
第
八
条
第
一
項

か
ら
第
三
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を

同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
り

都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
事
務 

 
 

別
表
第
一 

第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
二
条
関
係
） 

 

備
考 

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上
欄
に
掲
げ

る
法
律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る
も
の
と
す

る
。 

法 
 

律 

事 
 

務 

（
略
） 

（
略
） 

（
新
設
） 

     

（
新
設
） 

 

 
 

 
 



  

二 

○ 

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）（
抄
）（
附
則
第
四
条
関
係
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 

（
所
掌
事
務
） 

第
四
条 

厚
生
労
働
省
は
、
前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
任
務
を
達
成
す
る
た

め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

 

一
～
八
十 

（
略
） 

 

八
十
の
二 

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
す
る

一
時
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第 

 
 

号
）

第
三
条
に
規
定
す
る
一
時
金
に
関
す
る
こ
と
。 

 

八
十
一
～
百
十
一 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

  

（
設
置
） 

第
六
条 

（
略
） 

２ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
厚
生

労
働
省
に
置
か
れ
る
審
議
会
等
で
本
省
に
置
か
れ
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。 

 
 

が
ん
対
策
推
進
協
議
会 

 
 

肝
炎
対
策
推
進
協
議
会 

 
 

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
推
進
協
議
会 

 
 

中
央
最
低
賃
金
審
議
会 

 

（
所
掌
事
務
） 

第
四
条 

厚
生
労
働
省
は
、
前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
任
務
を
達
成
す
る
た

め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

 

一
～
八
十 

（
略
） 

 

（
新
設
） 

   

八
十
一
～
百
十
一 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

  

（
設
置
） 

第
六
条 

（
略
） 

２ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
厚
生

労
働
省
に
置
か
れ
る
審
議
会
等
で
本
省
に
置
か
れ
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。 

 
 

が
ん
対
策
推
進
協
議
会 

 
 

肝
炎
対
策
推
進
協
議
会 

 
 

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
推
進
協
議
会 

 
 

中
央
最
低
賃
金
審
議
会 



 

三 

 
 

労
働
保
険
審
査
会 

 
 

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
協
議
会 

 
 

旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会 

 
 

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
関
係
者
会
議 

 
 

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会 

 
 

社
会
保
険
審
査
会 

  

（
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会
） 

第
十
三
条
の
二
の
二 

旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会
に
つ
い
て
は
、
旧

優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給

等
に
関
す
る
法
律
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。 

  

（
地
方
厚
生
局
） 

第
十
八
条 

地
方
厚
生
局
は
、
厚
生
労
働
省
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
第
四
条
第

一
項
第
四
号
、
第
九
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
、
第
十
八
号
、
第
十
九
号
、
第
二

十
二
号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十
六
号
、
第
二
十
八
号
、
第
三
十
号
、
第
三
十

一
号
、
第
三
十
二
号
、
第
三
十
三
号
、
第
三
十
七
号
か
ら
第
四
十
号
ま
で
、
第

七
十
四
号
、
第
七
十
五
号
、
第
七
十
七
号
、
第
七
十
九
号
、
第
八
十
号
、
第
八

十
一
号
、
第
八
十
二
号
、
第
八
十
四
号
、
第
八
十
五
号
、
第
八
十
七
号
か
ら
第

八
十
九
号
ま
で
、
第
九
十
号
か
ら
第
九
十
六
号
の
二
ま
で
、
第
九
十
八
号
か

 
 

労
働
保
険
審
査
会 

 
 

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
協
議
会 

 
 

（
新
設
） 

 
 

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
関
係
者
会
議 

 
 

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会 

 
 

社
会
保
険
審
査
会 

  

（
新
設
） 

     

（
地
方
厚
生
局
） 

第
十
八
条 

地
方
厚
生
局
は
、
厚
生
労
働
省
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
第
四
条
第

一
項
第
四
号
、
第
九
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
、
第
十
八
号
、
第
十
九
号
、
第
二

十
二
号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十
六
号
、
第
二
十
八
号
、
第
三
十
号
、
第
三
十

一
号
、
第
三
十
二
号
、
第
三
十
三
号
、
第
三
十
七
号
か
ら
第
四
十
号
ま
で
、
第

七
十
四
号
、
第
七
十
五
号
、
第
七
十
七
号
、
第
七
十
九
号
か
ら
第
八
十
二
号
ま

で
、
第
八
十
四
号
、
第
八
十
五
号
、
第
八
十
七
号
か
ら
第
八
十
九
号
ま
で
、
第

九
十
号
か
ら
第
九
十
六
号
の
二
ま
で
、
第
九
十
八
号
か
ら
第
百
号
の
二
ま
で
、



  

四 

ら
第
百
号
の
二
ま
で
、
第
百
二
号
、
第
百
四
号
及
び
第
百
十
一
号
に
掲
げ
る

事
務
を
分
掌
し
、
並
び
に
消
費
者
庁
及
び
消
費
者
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二

十
一
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
法

令
の
規
定
に
よ
り
地
方
厚
生
局
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

２
・
３ 

（
略
） 

 

第
百
二
号
、
第
百
四
号
及
び
第
百
十
一
号
に
掲
げ
る
事
務
を
分
掌
し
、
並
び

に
消
費
者
庁
及
び
消
費
者
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
四
十
八

号
）
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
法
令
の
規
定
に
よ
り
地
方

厚
生
局
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

２
・
３ 

（
略
） 

 

 
 

 
 



 

五 

○ 

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
五
条
関
係
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 
 

 

附 
則 

  

（
一
時
金
の
支
払
の
業
務
） 

第
五
条
の
三 

機
構
は
、
第
十
二
条
第
一
項
及
び
前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

で
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
当
分
の
間
、
次
の
業
務
を
行
う
。 

 

一 

国
の
委
託
を
受
け
て
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け

た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律

第 
 

 

号
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
旧
優
生
保
護

法
一
時
金
支
給
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
一
時
金
の
支
払
を
行
う
こ
と
。 

 

二 

国
の
委
託
を
受
け
て
、
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
第
六
条
第
一
項

の
一
時
金
の
支
払
を
行
う
こ
と
。 

 

三 

国
の
委
託
を
受
け
て
、
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
第
二
十
三
条
各

号
に
規
定
す
る
診
断
書
の
作
成
に
要
す
る
費
用
の
支
払
を
行
う
こ
と
。 

 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。 

２ 

機
構
は
、
前
項
の
業
務
に
係
る
経
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
経
理
と
区

分
し
、
特
別
の
勘
定
を
設
け
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
の
業
務
は
、
第
三
十
三
条
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
と
み
な
す
。 

 

 
 

 

附 

則 

  

（
新
設
） 

               



  

六 

 
（
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
払
基
金
） 

第
五
条
の
四 

機
構
は
、
前
条
第
一
項
の
業
務
に
要
す
る
費
用
（
そ
の
執
行
に

要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
に
充
て
る
た
め
に
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
払
基
金

（
次
項
に
お
い
て
「
基
金
」
と
い
う
。
）
を
設
け
、
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支

給
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
充
て
る
も
の
と
さ
れ
る
金
額
を

も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

機
構
は
、
前
条
第
一
項
の
業
務
を
廃
止
す
る
場
合
に
お
い
て
、
基
金
に
残

余
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
残
余
の
額
を
国
庫
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
新
設
） 

 
 

 
 



 

七 

○ 

成
育
過
程
に
あ
る
者
及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
た
め
の
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
法

律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
百
四
号
）（
抄
）（
附
則
第
六
条
関
係
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 
 

 

附 
則 

  

（
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
） 

３ 

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

（
略
） 

 
 

第
十
三
条
の
二
の
二
を
第
十
三
条
の
二
の
三
に
改
め
、
第
十
三
条
の
二
の

次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
成
育
医
療
等
協
議
会
） 

 

第
十
三
条
の
二
の
二 

成
育
医
療
等
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
成
育
過
程
に
あ

る
者
及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切

れ
目
な
く
提
供
す
る
た
め
の
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
法
律
（
こ

れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

 
 

 

附 

則 

  

（
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
） 

３ 

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

（
略
） 

 
 

第
十
三
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

  
 

（
成
育
医
療
等
協
議
会
） 

 

第
十
三
条
の
二
の
二 

成
育
医
療
等
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
成
育
過
程
に
あ

る
者
及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切

れ
目
な
く
提
供
す
る
た
め
の
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
法
律
（
こ

れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

 
 

 



⑩一時金支払い

〔参考〕一時金支給手続の流れ（イメージ）

請
求
者

市町村・医療機関・福祉施設

③請求に係る記録の調査等・報告

①一時金の請求

⑧認定結果の通知

国
（
厚
生
労
働
省
）

認
定
審
査
会

⑥
審
査

⑤審査依頼

⑦審査結果の通知

④必要書類を揃えて送付

⑨認定結果の通知

②請求に係る
記録の調査等 ④’記録の調査結果等の通知

都
道
府
県

※ 上記の流れは、現在居住している都道府県内で手術を受けていた場合。現在居住している都道府県以外で手術を受けていた場合は、請求は、現在居住
している都道府県に対して行い、調査等については、国（厚生労働省）からの通知を受けて、手術を受けていた都道府県が実施。
※ 請求者が、記録等により一時金の支給対象者に該当することを確認できる場合には、⑤～⑦は省略。

（独）福祉医療機構
（支払団体）
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